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■□■ショートコメント■□■ 

◆私は松尾スズキも「大人計画」も、そして本作もまったく知らなかったが、中山美穂が

出演しているチラシに「歴史に刻まれる妥協なきＲ１８コメディ！」と書かれていたため、

「こりゃ必見！」と思い映画館へ。チラシには「ＳＮＳで知った愛する妻の浮気。投稿に

ついた“いいね！″の数１０８。資産１０００万円をかけた無謀すぎる復讐が始まる！」

の文字が躍っているが、何じゃ、これは？ 

 

◆チラシによれば、本作のみどころは次のとおりだ。 

 作家、演出家、映画監督、俳優など多岐にわたって活動を続けてきた大人計画の主宰・

松尾スズキが、長編監督映画４作目にして初めて監督・脚本・主演すべてに挑んだ待望の

最新作。その無謀すぎる復讐計画に映像化不可能と言われた異色作を、笑いに満ちたコメ

ディとして描き切った。海馬の妻・綾子を演じるのは中山美穂。不思議な魅力を放つダン

サーに心を奪われていく様を、大人の魅力たっぷりに演じている。さらに岩井秀人、秋山

菜津子、坂井真紀、大東駿介、土居志央梨、堀田真由、栗原類、LiLiCoなど、実力派の俳

優陣による“超個性豊かな”役柄は必見！主題歌は星野源「夜のボート」。舞台「女教師は

二度抱かれた」（０８）の劇中歌として制作した楽曲を、本作のために新たにレコーディン

グしている。 

 

◆また、チラシによれば、本作のストーリーは次のとおりだ。 

 脚本化・海馬五郎は、ある日、愛する妻・綾子がＳＮＳに若いコンテンポラリーダンサ

ーへの恋心を綴っているのを知ってしまう。その投稿についた「いいね！」はなんと１０

８。あまりのショックに離婚を決心するが、離婚した場合は財産分与で資産の半分にあた

る１０００万円を綾子に支払わなければならないことを知り大激怒！納得がいかない海馬

は、意地でも資産を使い果たすことを決意。ついには投稿についた「いいね！」の数だけ
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女を抱いて復讐するというとんでもない計画を思いつく。タイムリミットはたった１ヶ月。

人知の及ぶあらゆる手を使って資産を減らしてゆくが、１０８人への道のりは果てしなく

遠い。追い込まれた海馬は、やがて想像をはるかに超える「ある方法」で目標をクリアし

ようとするのだが・・・。 

  

◆私は本作で松尾スズキの名前をはじめて知り、顔もはじめて知ったが、冒頭での夫婦喧

嘩のシークエンスを見て思わず、この演技力は何？そう思ってしまったが、ストーリーが

展開していく中、その思いはますます強くなっていくことに。他方、バブルの時代『世界

中の誰よりきっと』の曲ですっかりファンになっていた歌手、中山美穂の演技力はまずま

ず。かつて清純派歌手の代表だった天地真理が日活ロマンポルノに出演した時には仰天し

たが、さて、「Ｒ１８コメディ」の本作にみる、女優・中山美穂の演技力は？ 

 

◆ストーリーの問題設定がバカバカしいなら、その後の「いいね！の数だけ女を抱いて復

讐する」というストーリーもバカバカしい限り。これなら、かつてのストーリー性豊かな

（？）日活ロマンポルノの方がよほどましだ。私は、本作が始まって１０分程してよほど

席を立とうとしたが、「いや、それではダメ。」「やっぱり最後までみなければ」と言い聞か

せ、我慢に我慢を重ねたが・・・。こんな映画を観るのは、ハッキリ言って時間のムダだ

った。 

 

２０１９（令和元）年１０月２８日記 

 

 

 

 


